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Photo: https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-44249670



5Photo: MASKS on the beach – the impact of COVID-19 on Marine pollution

2018年世界環境デー
「プラスチック汚染をなくそう」
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Sourse: Ryan, A Brief History of Marine Litter Research in M.Bergmann, L Gutow, M. 
Klages (Eds.) Marine Anthropogenic Litter, Berline Pringer, 2015; Plastics Europe 
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私たちは毎日沢山のプラスチックを使っている

プラスチック廃棄物の量
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UNEP “Single-Use Plastics: A Roadmap for Sustainability” 2018

UN GRID-Arendal
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主なプラスチック材料

HIS Markit

樹脂名 常用耐熱温度(℃) 主な用途 添加剤

熱
可
塑
性
樹
脂

PE ポリエチレン（低密度） 70－90 包装材、農業用フィルム、電線被覆 • 可塑剤
• 酸化防止剤
• 帯電防止剤
• 難燃剤
• 熱安定剤
• 衝撃吸収材
• 加工助剤
• 紫外線安定剤

ポリエチレン（高密度） 90－100 包装材、容器、コンテナ

PP ポリプロピレン 100－140 包装フィルム、食品容器、家電部品

PVC ポリ塩化ビニル 60－80 床材、壁紙、ビニルレザー、

PS ポリスチレン 70－90 CDケース、食品容器

SAN ABS樹脂 80－100 食卓用品、食品保存容器、

PET ポリエチレンテレフタレート －200、－60、－85 食品包装、食品容器、包装フィルム

PVDC ポリ塩化ビニリデン 130－150 食品用ラップフィルム、食品包装

PC ポリカーボネート 120－130 CD, DVDディスク、電子部品ハウジング

PA ポリアミド（ナイロン） 80－140 食品フィルム、ファスナー、自動車部品、

PTFE フッ素樹脂 260 絶縁材料、フライパン内部コーティング

熱
硬
化
性
樹
脂

PF フェノール樹脂 150 プリント配線基板、ハンドル

MF メラミン樹脂 110－130 食卓用品、化粧板、塗料

PUR ポリウレタン 90－130 発泡体クッション、断熱材、塗料

EP エポキシ樹脂 150－200 電気製品、塗料、接着剤、集積版
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リン酸トリエステル類
（PFR）

フタル酸エステル類
（PE）

ビスフェノール類
（BP）

可塑性難燃剤・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ PVC・プラスチックの可塑剤 樹脂硬化剤、ｺｰﾃｲﾝｸﾞ剤

ポリカーボ
ネート製品

プラスチック製容器
缶食品

難燃性製品

電化製品

床材・内装材 塩化ビニル 製品

これら添加剤は化学的には製品に結合していないため、環境中に容易に溶出する

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
シャンプー、化粧品

ボディケア製品

プラスチック添加剤の例

ワックス 床材・内装材
感熱紙



いわゆる「環境ホルモン」（外因性内分泌かく乱物質）

野生動物や動物実験で、免疫異常・生殖系疾患の増加・精子数の減少などが問題に

一般的な環境レベルでの、ヒトへの影響は？？

https://www.env.go.jp/chemi/end/endocrine/1guide/first_q3.html
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室内環境と健康

化学物質

アルデヒド類（13化合物）、VOC類（29化合物）

微生物由来MVOC（8化合物）

準揮発性有機化合物（SVOC）
• 可塑剤（フタル酸エステル類 7化合物）
• 難燃剤（リン酸トリエステル類 11化合物）
• 殺虫剤（ピレスロイド5種、有機リン10種）
SVOCの尿中代謝物
• フタル酸エステル類代謝物、リン酸トリエステル類代謝物

微生物 気中真菌同定
ハウスダスト中Βグルカン(真菌由来)、エンドトキシン(細菌由来)

ダニアレルゲン ハウスダスト中Der p1, Der f1

◆全国6都市における、新築戸建て住宅と健康調査（3年間、毎年の
繰り返し訪問） (425 軒, 1479 居住者)

◆札幌市小学校12校の質問紙調査 (n=4500) と住宅訪問128軒



家庭を訪問してハウスダスト、子どもの尿を採取

棚上ダスト床上ダスト

ダストからゴミを取り除く 12

尿
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シッ クハウス対策のページ

 近年、 住宅の⾼気密化などが進むに従って、 建材等から発⽣する化学物質などによる室内空気汚染等と 、 それによる健康影響が指摘され、 「 シッ ク

ハウス症候群」 と呼ばれています。 その症状は、 ⽬がチカチカする、 ⿐⽔、 のどの乾燥、 吐き気、 頭痛、 湿疹など⼈によってさまざまです。

 

 住宅の⾼気密化・ ⾼断熱化などが進み、 化学物質による空気汚染が起こりやすく なっているほか、 湿度が⾼いと細菌、 カビ、 ダニが繁殖しやすく な

り ます。 それだけではなく 、 ⼀般的な⽯油スト ーブやガススト ーブからも⼀酸化炭素、 ⼆酸化炭素、 窒素酸化物などの汚染物質が放出されます。 たば

この煙にも有害な化学物質が含まれています。 シッ クハウス症候群は、 それらが原因で起こる症状です。

 ⼈に与える影響は個⼈差が⼤きく 、 同じ部屋にいるのに、 まったく 影響を受けない⼈もいれば、 敏感に反応してしまう ⼈もいます。

 対策としては、 住宅環境、 ⽇常⽣活でカビ・ ダニ発⽣の原因と思われる点を改善し 、 換気や掃除等により 、 効果的なカビ・ ダニ対策を講じる必要が

あり ます。

 リ フォームなどの前に、 ⼯務店や設計者と⼗分な話し合いを⾏い、 ⾃分の希望をしっかり伝えて材料選びを⾏う ことが⼤切です。

 健康な⽇常⽣活をおく るために︓シッ クハウス症候群の予防と対策（ PD F: 1 , 8 3 5 K B)

分割版は以下のリ ンクからダウンロード できます。

 健康な⽇常⽣活をおく るために︓シッ クハウス症候群の予防と対策（ その１ ） （ PDF︓9 5 0 KB）

 健康な⽇常⽣活をおく るために︓シッ クハウス症候群の予防と対策（ その２ ） （ PDF︓4 5 8 KB）

 健康な⽇常⽣活をおく るために︓シッ クハウス症候群の予防と対策（ その３ ） （ PDF︓7 9 4 KB）

 「 室内空気質健康影響研究会報告書︓〜シッ クハウス症候群に関する医学的知⾒の整理〜」 の公表について（ 平成１ ６ 年２ ⽉２ ７ ⽇）

 「 科学的根拠に基づく シッ クハウス症候群に関する相談マニュアル（ 改訂新版） 」 [ 7 , 6 2 3 K B]

 厚⽣労働科学研究費補助⾦（ 健康安全危機管理対策総合研究事業） 「 科学的エビデンスに基づく 「 新シッ クハウス症候群に関する相談と対策マニュ

アル（ 改訂版） の作成」 （ 研究代表者 岸 玲⼦ 北海道⼤学環境健康科学研究教育センター特別招聘教授） の研究成果による。

厚⽣労働省 医薬・ ⽣活衛⽣局 ⽣活衛⽣課

 ⽣活環境におけるシッ クハウスに関する情報を掲載し 、 シッ クハウス症候群の予防や対策について、 ご案内します。

 多く の地⽅⾃治体（ ⽣活衛⽣担当部署や建築担当部署等） 、 保健所などにおいて、 シッ クハウスに関する相談窓⼝が設けられていると ころがあり

ますので、 ご相談く ださい。

 

概要

（ １ ） シッ クハウス症候群とは

（ ２ ） シッ クハウス症候群の原因

（ ３ ） 主な防⽌対策

カビ・ ダニ対策

化学物質対策

参考資料集（ パンフレッ ト など）
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https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000155147.pdf

2014-2015年度厚労科研費（研究代表者：岸玲子）
「科学的根拠に基づく 新シックハウス症候群に関する相談

と対策マニュアル（改訂版）」を作成
厚労省のシックハウス対策のページに掲載中
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札幌コーホート 北海道大規模コーホート

リクルート 2001～2004年 2002～2012年

登録人数
（母）

514名

（札幌市１産科施設）

20,926名

（北海道37医療機関）

環境と子どもの健康に関する北海道スタディ

2001年から２つのコーホート研究を実施（研究代表者 岸玲子）

1.低濃度の環境化学物質の次世代影響を解明

2.母体血・臍帯血を保存、胎児期の環境曝露測定と生後の曝露評価

3.先天異常、出生時体格、発育、神経行動発達、免疫・アレルギー、内分泌
ホルモン等のリスク評価

4.化学物質代謝や疾病感受性遺伝子などを考慮したハイリスク群の特定
（遺伝子多型SNPs）

5.エピゲノム解析を通じた環境遺伝交互作用やメカニズムの解明

特 徴



妊娠初期
(<13 週) 
妊娠後期

基礎調査票

出生
病院記録

研究の流れ

4m 1y 2y 4y 7y 8y 9-11y

母体血
母体血
臍帯血

胎児期 学童期

発達検査

スタート

出生 幼児期

5-6y

未就学期

16

自宅環境
ハウスダスト

採尿

思春期

12y

免疫・アレル
ギー調査

採血・採尿

二次性徴
身体計測
採血・採尿

14-17y

進行中

質問票の調査

＆

対面調査

生体試料採取

住環境調査

そのほか

発育・発達やアレルギー・感染症、社会経済要因など

二次性徴、無線通信環境、脳波など

血液、臍帯血、髪の毛、尿、唾液など

ハウスダスト

水道水など

脳波
知能検

査
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研究で測定している化学物質

• 塩素系農薬（DDTなど）
• ダイオキシン
• 塩素系難燃剤PCB類
• 有機フッ素化合物（PFAS）

ポリカーボネート製品テフロン製品

撥水製品

缶食品

難燃性製品
電化製品

おもちゃ
プラスチック製容器

シャンプー・
ボディケア製品

残留性有機汚染物質
（すでに一部規制されているが、環境中に残っている）

短半減期物質
（日用品に使用されている）

• フタル酸エステル類
• ビスフェノール類
• リン系難燃剤PFR類

床材・ワックス

農薬

PCB絶縁油

撥水發油容器



その他の測定項目
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項目 試料

コチニン* 母体血

葉酸* 母体血

脂肪酸、トリグリセリド** 母体血

IgE, IgA** 臍帯血

甲状腺ホルモン: TSH, fT4, fT3* 母体血、臍帯血

ステロイドホルモン、性ホルモン（LH, 
FSH, SHBG, Inhibin B, INSL3、プロ
ラクチン）

臍帯血

遺伝子 (SNPs, DNAメチル化) 母体血、臍帯血

*北海道コホートのみ、**札幌コホートのみ
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これまでに報告した健康とその要因
健康（アウトカム） 関連する要因（Journal name, year）

北
海
道
ス
タ
デ
ィ

出生アウトカム・体格

たばこ (Cotinine) （BMJ Open2019）, カフェイン（Pediatric Res2017）, 葉酸（Brit J Nutrit ; JE2019）, 教育歴, BMI（IJERPH 
2018; Matern Child Health J, 2021), Risk score（Clin Pediat Endocrinol 2019）、ステロイドホルモン（Am J Human Biol、2018）、
ダイオキシン（Environ Res, 2009), 有機フッ素化合物 （EHP 2009; JESEE 2017, EI2020), 水銀（STOTEN 2015）, フタル酸エステル
類（STOTEN2017）, 妊娠高血圧（IJERPH2021; IJERPH2021）

甲状腺ホルモン
有機フッ素化合物（EHPM, 2016; Environ Int, 2019; Environ Int）, ダイオキシン（STOTEN, 2018）、OH-PCB（Environ Res
2018）, 塩素系農薬 (Env Res 2020)

性ホルモン、アディポカイ
ン、性的二型

有機フッ素化合物（EI2016; EHP2017; Environ Res2017; EI2022）, フタル酸エステル類（PLOS One2014; STOTEN2017）, ビスフェ
ノール A（Epidemiol2017）, 塩素系農薬（EI2018）, ダイオキシン（EI2018）、性ホルモン（PLOS One 2015; Pediatr Int, 2019）

精神神経発達
社会経済要因（IEA, 2014; Child Care Health Dev, 2017, Pediatr Int 2020）, ダイオキシン（EHP, 2006; Environ Res, 2017;
STOTEN, 2018）, 塩素系農薬 (Neurotoxicology, 2018), 有機フッ素化合物（STOTEN2016;EI2022）, ビスフェノール A（STOTEN,
2018）, Adipokines（IJERPH, 2018）

喘息アレルギー、免疫
ダイオキシン（Environ Res, 2011; STOTEN, 2018）、有機フッ素化合物（Environ Res, 2012; Environ Int, 2014, 2016, 2017, 
2021）、フタル酸エステル類（STOTEN, 2018; Environ int 2022）、リン系難燃剤(Environ Int, 2019)、TH2マーカー（Allergol Int
2022）

遺伝環境交互作用
たばこ（Mol Human Reprod, 2006; Am J Epidemiol, 2008; J Epidemiol, 2012; Toxicol Lett, 2013; Reproduc Toxicol, 2016; STOTEN,
2017）, 性的二型（Steroid, 2019; Reprod Tox, 2022）, フタル酸エステル類、ビスフェノール A (Steroid 2020) , PFASと脂肪酸
（Reprod tox, 2022）、フタル酸エステルと脂肪酸（Reprod tox, 2022）

エピゲノム
たばこ（Sci Rep, 2018）, たばことADHD (Clin Epigenetics, 2021), 葉酸とアレルギー(Ped Allerg Immunol, 2021), 有機フッ素化合物
(JESEE, 2018; Environ Int, 2018), ビスフェノール A (Sci Rep, 2019) 、フタル酸エステル類 (STOTEN, 2021)

曝露レベルと変動
有機フッ素化合物 (EI 2014; IJPREH2018), フタル酸エステル類 (IJHPH, 2021), ビスフェノール A (Env Res 2020), リン系難燃剤 (IJHEH 
2020)、ノニルフェノール(EI2022)電波（Environ Res 2023）

室
内
環
境

アレルギー
ダンプネス、暖房燃料、換気（IAOEH 2013; JE, 2014）、フタル酸（STOTEN 2014; Environ Int 2016 ）、リン系難燃剤
（Indoor Air, 2014; Environ Int, 2018; Environ Res 2019）、微生物由来VOCs（STOTEN 2012)

シックハウス症候群
ホルムアルデヒドとVOCs (IAOEH 2009;2010; STOTEN 2012), 微生物由来VOCs （STOTEN、2010）、フタル酸とリン系難燃

剤（Indoor Air 2010）、真菌とダニアレルゲン（Indoor Air, 2012）、ライフスタイル (EHPM2020)
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空気



内装材などからのフタル酸エステル類の滲出と空気中への放散概念図

瀬戸博，斎藤育江，大貫文：エアロゾル研究,16, 305-310, 2001.

フタル酸エス
テル類

22



• 可塑剤のうち、DEHPとそ
の代替物質DINPの濃度
日本（札幌）>諸外国

• 難燃剤のうち、TBOEP濃
度（フローリング床の光沢
剤）
日本（札幌） >諸外国

23

フタル酸エステル類(可塑剤） リン酸トリエステル類（難燃剤）
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日本

米国
西ヨーロッパ

他のアジア

中国1218 (2005) to 1670 (2017)

年



ポリ塩化ビニル（PVC）性の床材の家でDEHP濃度が高い

25

合板フローリング

PVCの床材

絨毯しきつめ その他
（畳、タイル、天然木）

Ait Bamai et al., 2013
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PVC内装材の使用箇所が増えるとハウスダスト中濃度が高い

Ait Bamai et al.., STOTEN 2013 26

PVC内装材使用箇所

ビニール製の内装材
（クッションフロア・壁紙）
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• 2012－2017年では曝露レベルに変動はほとんど
ない

• 厚生労働省によるDEHP規制後曝露濃度は下がっ
たと考えられるが、依然として米国やドイツよりも高い

７歳児の尿中フタル酸エステル類代謝物濃度



• 北海道スタディと札幌市学童調査における濃度は
同レベル

• TBOEP代謝物濃度（BBOEHEP）はオーストラ
リアより高い

• DPHP, BCIPHIPP, BDCIPPは欧州や中国と同
レベル、米国よりも低い

• TDCIPP、EHDPHP代謝物濃度は増加傾向が
認められた

Hokkaido Study 7 years old (n=400)

Parents
Metabolites 
(ng/mL)

>LOQ(%) 50%tile
75%til

e
Max

TCIPP BCIPP 0 <LOQ 1.81
BCIPHIPP 99 0.38 0.95 14.67

TNBP DNBP 12 <LOQ 4.34
TPHP DPHP 97 0.46 0.73 12.94

4-HO-DPHP 1 <LOQ 1.44
TDCIPP BDCIPP 74 0.13 0.28 22.73
TBOEP BBOEP 62 0.11 0.27 4.69

BBOEHEP 99 0.22 0.55 8.14

3-HO-TBOEP 8 <LOQ 0.11

EHDPHP EHPHP 93 0.31 0.58 4.84

5-HO-EHDPHP 53 0.01 0.02 1.51

７歳児の尿中リン系難燃剤濃度
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pg/mL
> LOQ 

(%)
Min 25th 50th 75th Max

BPAF 19.4 >LOQ >LOQ >LOQ >LOQ 93
BPF 83.3 >LOQ 31 66 166 95888
BPA 90.2 >LOQ 523 893 1678 19439
BPB 30.6 >LOQ >LOQ >LOQ 23 209
BPZ 13.9 >LOQ >LOQ >LOQ >LOQ 911
BPS 79.3 >LOQ 46 106 242 21420
BPAP 23.0 >LOQ >LOQ >LOQ >LOQ 471

⚫ BPAの濃度が最も高く、中央値で893 
pg/mL、検出90.2%。

⚫ 次いで BPS 106 pg/mL (79.3%)、
BPF 66 ng/mL (83.3%)

⚫ BPF, BPSは最も高い曝露濃度が中央値の
100倍以上だった。

７歳児の尿中ビスフェノール類濃度



• ノニルフェノール代謝物OH-NPとoxo-NP濃度の
中央値（検出率）はそれぞれ 2.69 μg/L
（100%）と0.36 μg/L（66%）

• 一日摂取量はデンマーク環境省が示す許容量
5 μg/(kg bw*d) よりも低いレベル

• 一日摂取量は経年で低下傾向

32

７歳児の尿中ノニルフェノール濃度

用途
• 界面活性剤の合成原料
• インキ用バインダー
• 酸化防止剤の合成原料
• 積層板の合成原料
• エポキシ樹脂等の安定剤
ノニルフェノール及びLASに関する参考資料 - 環境省
https://www.env.go.jp › council › mat06

https://www.env.go.jp/council/09water/y0912-23/mat06.pdf
https://www.env.go.jp/council/09water/y0912-23/mat06.pdf


化合物

ダスト中濃度と尿中代謝物濃度
との相関

床 棚上

BBzP (μg/kg/day) 0.27** 0.19**

DEHP (μg/kg/day) 0.24** 0.11

TBOEP (ng/mL) 0.34** 0.26**

TCIPP (ng/mL) 0.29* 0.12

Spearman's ρ; *p<0.05; **:p<0.01

子どもたちは、床ダスト中の化学物質を体内に取り込んでいる

33Ait Bamai et al., 2016; Bastiaensen et al., 2019; Ketema et al., 2021

• 床のダスト中濃度と尿中代謝物濃度は相関する
• 掃除機をこまめにかけると、尿中代謝物濃度が低い
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床ダスト中のフタル酸エステル類濃度が高いと、アレルギー性結膜炎、アレルギー
性鼻炎、およびアトピー性皮膚炎のリスクが上がる 特に子どもで関連が明確

アレルギー性結膜炎 アレルギー性鼻炎 アトピー性皮膚炎
大人

子ども

ダスト中フタル酸エステル類とアレルギーとの関連
オ
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ダスト中フタル酸エステル濃度とアレルギーとの関連
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尿中フタル酸エステル類代謝物とアレルギー

• 尿中ΣDEHPとΣDINP濃度が高くなると喘鳴や湿疹のリスクが上がる

• フタル酸エステル類の混合曝露によって湿疹のリスクが上がる

フタル酸エ
ステル類

喘鳴 鼻結膜炎 湿疹

∑DBP 1.19 (0.87–1.63) 1.19 (0.86–1.64) 1.02 (0.75–1.39)

∑DEHP 1.36 (0.96–1.94) + 1.26 (0.88–1.82) 1.31 (0.93–1.84)

∑DINP 1.35 (1.01–1.83) * 1.13 (0.83–1.53) 1.29 (0.96–1.72) +

Ketema et al., 2022



WQS index OR (95% CI)

Positive 2.60 (1.38, 5.14)*

negative 0.58 (0.29, 1.12)

WQS indexをモデルに投入、indexがIQR上昇した時の
OR(95% CI)

性、年齢、世帯年収、ダンプネス指数で調整、
*P<0.05

39

①混合曝露と鼻結膜炎のリスク
③寄与の大きい2化合物の組合せ
ΣTCIPPとΣTPHPともに濃度が高いと
鼻結膜炎のリスクが大きかった

Low ≤T2、High = T3
Low x Lowをリファレンスとし、Low x High, High x Low, High x 
HighのOR(95%CI)をロジスティック回帰分析
性、年齢、世帯年収、ダンプネス指数で調整、

②各化合物の寄与（Weight）
(quantile g-computation Model)

① フタル酸とリン系難燃剤の様々な化合物に同時に曝露
（混合曝露）すると鼻結膜炎のリスクが上がるしてい

② 寄与の大きいのはTCIPPとTPHP
③ 両方の濃度が高いと片方だけが高い時よりも鼻結膜炎

のリスクが上がる関連が認められた。
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Adjusted beta (95%CI)
出生時体重 (g) -62.6 (-189.6, 64.4) 
出生時身長(cm) 0.081 (-0.593, 0.755) 
出生時胸囲(cm) -0.149 (-0.691, 0.393)
出生時頭囲(cm) 0.117 (-0.343, 0.578)

TSH (µU/ml) 0.04 (-0.16, 0.23)
FT4 (ng/ml) -0.02(-0.08, 0.03)

運動発達
6か月 0.64 (-0.75, 2.03)

18か月 0.49 (-3.19, 4.17)

精神発達
6か月 -1.63 (-4.14, 0.88)

18か月 -1.19 (-4.55, 2.17)
Jia et al., Environ Health Prev Med 2015; Minatoya et al., STOTEN 2016

胎児期フタル酸エステルDEHP曝露と
出生体格、甲状腺ホルモン、発達との関連は認められなかった



0 1 2 3 4

喘鳴

湿疹

食物アレルギー

中耳炎

いずれかの感染症

濃度が2.7倍になったときのORs（95%CI）

いずれかのアレルギー

母体血中MEHP濃度と出生時のIgE（臍帯血）の相関

胎児期フタル酸エステルDEHP曝露は、7歳までの食物アレル
ギーや感染症罹患リスクを増加

42Ait Bamai et al., 2017
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ステル類にさらされると精
巣の細胞成熟を遅らせる
可能性を示唆。
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• 動物実験と同様に、ヒトでも胎児期にフタル酸エステル類にさらされると精巣の細胞成熟を
遅らせる可能性、ステロイド代謝をかく乱する可能性を示唆

• 将来の性腺機能への影響は？

44

コレステロール

プロゲノロン

プロゲステロン

11-デオキシコステロン

コルチココステロン

アルドステロン

17-ヒドロキシプロゲノロン

17-ヒドロキシプロゲステロン

11-デオキシコルチゾール

コルチゾール

DHEA

アンドロステンジオン

テストステロン

エストラジオール

3β-HSD 3β-HSD 3β-HSD

17β-HSD

アロマターゼ

コルチゾン

11β-HSD

17α-hydroxylase 17,20 lyase

17,20 lyase17α-hydroxylase

CYP21 CYP21

CYP11B1

CYP11B2

CYP11B1

LH  FSH

胎児期のフタル酸エステル曝露と出生時の性ホルモンへの影響

Araki et al., 2014, 2016

ライディッヒ細胞：
男性ホルモン（テ
ストステロンと
INSL3）を産生

セルトリ細胞：
インヒビンBを産
生、精子を産生

インヒビンB

視床下部・下垂体・性腺（男性） ステロイド代謝（男女）
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成人 46学童期出生時胎児期 高齢期思春期

1. 出生コーホートの長期追跡：生殖やいわゆる生活習慣病への影響が検証できるのはこれから
2. 何が曝露源になっているのか？ 食器や日用品使用との関連があるか。。。
3. 他の化合物は？ 例えばUV安定剤等。。。

今この辺

今後の課題

学童対面調査（9-11y）
• インフォームドコンセント/アセント
• 体格
• 喘息・アレルギー、抗体価、気道炎症（FeNO）
• 採血および採尿（子どもの曝露評価）

思春期対面調査 (14-17y)
• インフォームドコンセント/アセント
• 体格、血圧、握力
• 二次性徴段階
• 採血および採尿（子どもの曝露評価）

生殖、非感染性疾患（糖尿病、脂質異
常症、高血圧）、がん、他子ども本人の同意



◼DnBP, DiBP, BBzP, DEHP, BPAの規制

✓ 子どもが口にする可能性のある玩具

✓ 育児用品

✓ 食品容器・包装

◼ その他の製品への規制はない（規制は限定的）

◼ 既に市場に出てしまった製品はそのまま使用されている

◼ 代替化合物が新たな可塑剤として添加され市場へ出ている

✓ 規制対象外の製品にも規制が必要かどうか？

✓ 新規代替化合物による健康影響はあるのか？

規制と新規代替化合物..いたちごっこ

使用規制および含有濃度基準

科学的知見がほとんどない

リスク評価のための科学的知見の蓄積が今後も必要 47



2019年4月22日に再認証（2期目）

48

WHO Collaborating Centre for Environmental Health and 
Prevention of Chemical Hazards

活動
1. 化学物質の危険性に関する科学的知見の提供

2. 化学物質の危険性と健康影響に関するWHO資料の更新やまとめ

3. 化学物質の危険性と健康影響に関する知識の向上、研修や人材育成

(WHO環境化学物質と健康障害予防研究協力センター)

https://www.cehs.hokudai.ac.jp/whocc
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まとめにかえて

50

プラスチックに添加される可塑剤にさらされると、アレルギーや性ホルモ
ンに影響がある可能性を示した

個人でできる対策（*私見）

① 選択肢があれば、プラスチック製ではない製品を使用する

② 食べ物を加熱する際、プラスチックの食品容器・包装のまま電子レンジ
で温めず、陶磁器のお皿やお鍋に移して加熱する

③ 部屋のほこりを溜めない、床面や高いところも掃除を

④ 食事の前に手を洗う（hand-to-mouth）

⑤ 特にこれから妊娠・出産する若い世代に！



51

ご清聴どうもありがとうございました!!

51

北海道スタディ参加者の皆さまに御礼申し上げます。

北海道スタディは、厚生労働科学研究費、環境省環境研究総合推進費、総務省、AMED、文部科学省科学研究費の助成によって実施しています。

北海道スタディ事務局（環境健康科学研究教育センター）

思春期調査共同研究者・スタッフ

化学分析共同研究者
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